
自殺対策強化月間について（案）

内閣府自殺対策推進室

（資料６）



プロジェクト推進体制

全国各地で総合相談会を実施するなどして「実務的な支援策（相談の受皿）」を強化し、同時に「支援策探しのシステム強化」を図る
ことで問題を抱えた当事者が相談窓口に辿り着きやすい環境を整備する。さらに、そうした一連の強化策をメディアと連携して広く
社会に伝えることで、「実務と啓発を両輪」にしながらプロジェクトを効率的かつ効果的に推し進める。

●支援策強化の具体策
・借金や仕事、心の健康問題等について
の「いのちを支える総合相談会」を、基金事
業として、各地の民間団体や職能団体等と
協力して３月中に実施するよう、各都道府県
に呼び掛ける

●検索システム強化の具体策

・悩みを抱えた人が簡単に相談できるよう、こ
ころの健康相談統一ダイヤル」を一層拡大
する。
また、民間団体による電話相談における

統一ダイヤル設定を働きかける

●啓発強化の具体策
・「いのちのメッセージ・リレー」を各界著

名人に協力を呼び掛けて展開する

・「誰でもゲートキーパー大作戦（仮
称）」を展開する

・「自殺対策全国キャラバン（仮称）」を
都道府県と協力して展開する

● 可能な限り３月１日（火）に、各種事業をスタートさせることで、
プロジェクトの推進に弾みをつける。（メッセージリレー、相談会、
検索サイト等）

● 「自殺対策全国キャラバン（仮称）」を３月中にキックオフし、
官民が連携して全国各地で開催されるよう働きかける。

自殺対策強化月間実施事項（イメージ）（案）

「いのち支える」プロジェクト（仮称）

メディアと連携した啓発強化支援策検索システムの強化

３つの柱

・ 「自殺対策タスクフォース」が牽引役となり、都道府県や民間団体等と連携しながら推進する。
（全国知事会や全国市長会、日本医師会等、民間団体にも協力を呼び掛けて、全員参加型で推進する。）

平成１０年より続く「年間自殺者３万人時代」に終止符を打つ

「いのち支える」プロジェクト（仮称）とは、自殺対策強化月間中に行われる様々なイベントや相談会等に、一体感・統一感を持たせるためのプラットフォーム（仕掛
け）。乳がん対策における「ピンクリボン運動」のようにキャンペーン用のロゴやコピー等を作成し、全国の自治体や民間団体、マスコミや企業等にも参画を呼び
掛けて、社会全体で「いのちへの支援（＝自殺対策）を強化していくためのものである。

実務的な支援策の強化



専門家

・医師
・薬剤師
・臨床心理士
・弁護士、司法書士
・民生委員
・ケアマネジャー
・消費者相談窓口職員
・警察官 等

身近な存在

・家族・友人・知人・職場の同僚・
上司・部下

・ＪＲ・私鉄職員
・ケアマネージャー
・郵便職員
・コンビニエンスストア店員
・理容院・美容院店員
・公務員（各省庁・市役所） 等

○悩みを抱えたときに、まず身近に相談出来る存在がいること、孤立・孤独を防ぐことが自殺予防にとっては重要であ
ることから、国民全員に「ゲートキーパー」としての意識を根付かせるため、広く啓発活動を展開する。
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現在、相談の「受け手」になる人が少ない（相談機関も人材不足）

※ ゲートキーパー・・・自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応を図ることが出来る人のこと

日常生活で目に
触れるアイテム

気づき つなぎ 見守り傾聴

相談の「受け手」となる人を増やし、国民自らが「ゲートキーパー」
としての当事者意識を持ってもらうためのキャンペーンを実施

＜キャッチコピー・例＞

・テレビスポット
・ポスターの作成・配布
・新聞広告・バナー広告の実施
・街頭キャンペーンの実施
・特設ホームページの開設 等 ＜バッジ＞

※イメージ

・“ゲートキーパー”として活動でき
る人及び多くの人の目に触れる機
会のある人に対し、バッジを配布、
身に付けてもらう


